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V204a 地球型惑星検出のためのすばる赤外線ドップラー分光器 IRDの開発: 7
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近年、様々な観測により、多数の地球質量惑星が発見されつつある。特にKepler衛星によって地球サイズの惑
星は普遍的存在である可能性が示されており、系外惑星研究の次の目標の 1つは、Keplerでは難しい近傍の恒星
まわりの地球型惑星検出であると考える。我々は、視線速度法での近傍M型星まわりの地球型惑星探査を目指し、
すばる望遠鏡用・近赤外視線速度測定装置 Infrared Doppler (IRD)の開発を進めている。サイエンス検討の結果、
波長域をY,J,Hバンドへと短波長側にシフトさせた光学設計が終了し、安定性を重視したシンプルかつ比較的収
差の少ない光学系を実現している。波長校正のためのレーザー周波数コムは、波長域の広帯域化により J,H-band
をカバーするコム生成に成功し、これをさらに短波長側に拡大して全波長域をカバーする目処を付けつつある。
光学定盤と光学系の大部分を超低熱膨張セラミックス素材で製作し、また分光器自体を温度安定性の高いクーデ
ルームに設置することで、極限の安定性を持つ分光器の実現を目指している。


